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水蒸気の回転吸収スペクトルを測定した結果，スペクトルの分解が 0.2cm- 1 である引が分り，最






























第 6 章は遠赤外干渉分光装置全体の性能の担u定結果で， 10cm- 1 から 110cm- 1 の波長域のスペク
トノレを10分間で測定するととができ，分解能を問題とするとき 0.2cm- 1 は以上の分解能が得られる
ことを示している。また干渉曲線の走査が進むに従って，スペクトノレ曲線が次第に分解能を増してゆ
く様子をシンクロスコープ上に指示することに成功している。
総括は以上の結果を要約したものである。
本論文はアポダイゼーション関数の探究，干渉計における光学的バイアス法の成功，あるいはフー
リエ変換における種々の新知見など，遠赤外干渉分光法における種々の問題点を解決し，分散型の分
光法では到底得られない性能をもっ遠赤外干渉分光法の実用化を可能ならしめたもので，工学上寄与
するところ大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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